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地域がステージ公益大生のこころいきブック　2005.1

連絡を取りたい団体がありましたら、�
東北公益文科大学事務局までお問い合わせください。�

ページの余白に載せたつぶやき日記は、
2004年10月に酒田市中町の「街なか
キャンパス」で行った写真展「地域が
ステージ!!～公益大生の心意気～展」
での、つぶやきノートより抜粋しました。�



3こころいきブック／アート�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍
10
月
4
日
●
”地
域
に
ひ
ら
け
た
公
益
大
“の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
学
生
の
活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
◎
山
内
ワ
カ
ナ
ッ
ツ�

�

［４年］安達稔、大江知生、今田真実、佐藤佳奈枝、杉山恵美、�
　　　 鈴木和宏、高橋知子、千葉美佳、冨山直之、　三浦梢�
［３年］庄司美菜子�

安達稔とペイントし隊�
公益大サークル�
山形の文化Ｘ�
with Create

アート�

■活動�
夏休み中の４日間、羽
黒町の「わんぱく農場」
に行ってきました。�
活動内容は、農場にあ
るコンテナや鶏舎のペ
イントです。炎天下の
中、みんな一生懸命で
す。�
�
■大変なこと�
コンテナは鉄でできてい
たため、本当に熱かっ
たことです。またペンキ
の配合も同じ色に統一
するのが難しかったです。�
�
�
�
�
�
�

■思い出�
農場の愉快な仲間、
ぽこ（犬）にはデジカ
メを持ちさられ、ちはる
（馬）からは、背中をガ
シガシかまれました。に
わとりさん、卵ありがとう。
おいしかったよ。�
�
�
�

■メッセージ�
10年後、もう一度行っ
てみたいです。戻って
きたとき、何か残ってる
ってうれしい。ただいま
後輩募集中。ペイント
etc...やりたい人は連絡
ください。　　（安達）�

農場全体の完成予想図。まだまだ農場は発展途中、この完
成予想図にどんどん近づけたい。�

大きな絵を描くのって楽しい（2004年7月27・28日、2004年9月15・16日）�

はじめまして�

もくじ�

「公益大生のこころいきブック」とは、�
地域をフィールドにした学生の活動を集めたものです。�
それぞれのコメントは、インタビューをして集めた生の言葉なので、�
じっくり味わってみてください。�
また、地域のみなさんには「学生にこんなことをしてほしい」という声を�
どんどん出してもらいたいです。�
新たなつながりが生まれたらいいな...という思いを込めて。�

アート�

交流�

こども�

自然�

ふくし�

まち�

メディア�
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音楽�

伝統�
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公益大ボランティアクラブ�

それいけ！庄内がきんちょ倶楽部�

国際交流�

日本語指導ボランティア�

CAP（Child Assault Prevention)�

絵本読み聞かせ　さつまいもの会�

SICT（酒田育成チャレンジチーム）�

託児ボランティア�

鳥海山清掃登山　�

最上川源流ウォーク�
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紅花部会�

 「ウィニング・パス」酒田実行委員会�
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福祉いろいろ�

RespecTown�

17なかまち活性化委員会�

キラリあまるめ情報発信研究所�

さかなびプロジェクト�

庄内公開討論会�
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BIRDNET ～きって・みて・はなそ～�アート�

4 5こころいきブック／アート�こころいきブック／アート�

［３・４年］半田結助教授のゼミ生�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍
10
月
４
日
●
み
ん
な
い
き
い
き
し
て
い
て
、地
域
の
人
と
ふ
れ
合
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
い
い
と
思
っ
た
。
◎
池
田
千
春�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍
10
月
４
日
●
自
分
が
卒
業
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
い
き
い
き
し
た
学
生
が
酒
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
あ
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
！！
◎
吉
田
美
香�

■バードネットとは�
鶴が描かれた使用済の
切手を防鳥用のネット
にからめて、空間を構
成したオブジェで、温
海町出身のアーティスト、
太田三郎さんによるア
ートプロジェクトです。
人間の引いた国境線に
関係なく自由に飛びま
わる渡り鳥からのイメー
ジで、さまざまな「つな
がり」の世界を表現し
ています。�
�
�
�
�
�
�
�
�

■やりがい�
２００４年７月から大学の
研究室で作業開始。
作業中は黙 と々内職の
ようになりがちでしたが、
仲間たちとおしゃべりし
ながら作るという作業過
程を楽しんでいます。
アートプロジェクトは、
作品を完成させることの
みを目的とするのではなく、
作業過程を通して、人
とのコミュニケーションを
はかるという目的も含ま
れます。何千組ものパ
ーツを作らなければいけ
ないという、完成が見
えない作業なので、人
と人がつながりあうよう
に永遠に続くアートプロ
ジェクトなのです。�
�

�■メッセージ�
切手に描かれた渡り鳥
が国境を超えて飛びま
わるように、世界のす
べてのものは、見えな
い糸で結ばれていると
いうことを「バードネット」
という作品を見て感じて
下さい。　　　（池田）�

アートプロジェクト�

バ ー ド ネ ッ ト�

鶴岡市・丙申堂にて、太田三郎さんの個展より�

［４年］後藤美緒、安部敦子、阿部美雪、五十嵐和香、池田千春、岩崎佳奈子、�
　　　 奥山奈緒美、齋藤英子、佐藤幸、鈴木章、永井陽子、吉田美香�

■シーバルクとは�
農業用のビニルシートを
カットして貼り合せ、送
風機で風を送り膨らませ
たものです。�
人が集まり考える場所
を地域の中につくりた
いと思い、シーバルクを
きっかけにしてつくりだ
そうというアートプロジェ
クトです。�
�
■大変なこと�
どうしたらイベントに多く
の人を集められるのか
悩みました。口頭では
説明がしづらく、アート
への理解を得るのが難
しいことです。�
�
�
�

■思い出�
シーバルクに電飾をつ
けて会場を暗くしたとき。
幻想的できれいでした。�
��
■メッセージ�
みんなで何かをやるとい
うことは楽しいことだと
気づきました。やりが

いは、参加した人に「楽
しかった」と言ってもら
えることです。楽しいこ
とを通して学生とともに
笑顔のあふれるまちにし
ていきましょう。（吉田）�

新潟で行われたシーバルクのイベントの様子�

SEABULKアート� アートプロジェクト�

シ ー バ ル ク�

使用済の2枚の切手をネット
に貼り合わせて、パーツを作
るという作業中。�
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公益大ボランティアクラブ�交流�

6 7こころいきブック／交流�こころいきブック／交流�

それいけ！庄内がきんちょ倶楽部�

［４年］小林丈一、奥山奈緒美、河合麻衣、相良聡、高橋智子、西塚梢、三浦梢、宮城洋子、矢作
洋子［３年］小林香菜子、齋藤康成、中村俊彦、村岡優子［２年］荒井恵美、織田一恵、松原峻［1年］
木村玄太、井上和也、菅野幸恵、佐藤万里絵、鈴木郁恵、東海林誠、清野建　など�

交流�

［４年］西塚梢、安達稔、齋藤英子、高橋知子、三浦梢［２年］織田一恵�
山大生 ６～７名、サポーター（鶴岡市民）�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍
10
月
４
日
●
も
っ
と
も
っ
と
大
学
の
こ
と
、活
動
し
て
る
こ
と
を
市
民
の
み
な
さ
ま
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
◎
ホ
ー
リ
ー�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
各自の好きな分野で地
域福祉活動に貢献して
います。大学に依頼が
くるボランティアを中心
に、LD（学習障害）・
ADHD（注意欠陥多
動性障害）の子どもと
のソーシャルスキルトレ
ーニング、鶴岡養護施
設でのボランティアなど、
さまざまな活動を展開中
です。�
●ボランティアによるボ
ランティアのための全
国規模の集会「全 V
研」（全国ボランティ
ア研究集会山形県庄
内集会）を企画・運
営しました。�
●ボランティアを後輩に
もつなげたい、という思

いからワークショップを
開催しました。各団体
の活動内容を発表して
もらい、学生がブース
に行って話しを聞いたり
できる仕組みです。�
�
�
�

■メッセージ�
部員大募集中。ちょボ
ラに興味のある人も
OK。地域の人とのふ
れあい、人と人とのつ
ながりを重視した活動を
一緒にしてみませんか？
　　　　（小林香菜子）�

ワークショップでのひとこま�

■活動�
鶴岡市にある庄内NPO
センターで、毎月1 回
の定例会を行います。
学生たちでテーマ（例
えば福祉、環境など）
を決め、講師を招き講
演をしてもらいます。�
�
■きっかけ�
ボランティアを通じて知
り合った山大生・庄内
ＮＰＯセンターの人々と
庄内地域をよりよくし、
交流を継続させようとい
う目的から発足しました。�
�
■やりがい�
全ての仕事を私たちが
分担してできることです。�
�
�

■メッセージ�
私たちは、地域一体で
問題解決していけるよう
にさまざまな分野につい
て学んでいます。考え、
交流を深めることによっ
て、地域全体でよりよ
い庄内にしていけると考
えています。ぜひ一度、

庄内 NPOセンターに
足を運んでみませんか？
　　　　　　　（西塚）�

障害者乗馬教室（鶴岡市大山）�

10
月
５
日
●
今
日
は
友
達
の
友
達
に
、「
展
示
良
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
、す
ご
く
ウ
レ
シ
イ
で
す
。
◎
樹
子�

全V研での寸劇を通した発表の様子� 聴覚障害を持つ人へのインターネット講習会�
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国際交流　�交流�

8 9こころいきブック／交流�こころいきブック／交流�

日本語指導ボランティア�

［４年］金眞姫�

交流�

［４年］金野樹子�
［２年］斉藤友美子�
［１年］中村美鈴�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
庄内地域にある老人ホ
ーム、障害者施設、
学校などで、韓国の踊
りを通して交流活動をし
ています。�
�

■思い出�
以前は老人ホームや障
害者の施設に行くこと
を怖がっていましたが、
踊りに合わせ、一生懸
命手を動かそうとしてい
るのを見て、逆にはげ
まされました。踊りを見
たあとの豊かな表情を
見ると胸がぐっときます。
思わず涙が出ました。
自分はこんな笑顔でき
ないんじゃないかと感じ
たりもします。�
�
■やりがい�
子どもたちから、「自分
もやりたい」「何か活
動がしたくなった」とい
う手紙をもらったりすると
うれしいです。�
�

■メッセージ�
私は日本に来て6年目
ですが、今の自分がい
るのは、初めて日本に
来た私に親切にしてく
れた地域のみなさんの
おかげです。�
これからは庄内の人に
韓国文化を伝えたり、
庄内にきた外国人の相
談にのったりすることで
恩返しをしたいです。
「公益って何ですか？」
と聞かれるけれど、本
当は簡単なこと。人間
らしく生きていくという心
のことだと思います。
　　　　　　　　（金）�

■活動�
酒田市の国際交流サ
ロンで週に1度、庄内
在住の外国人に日本
語を教えています。�
�
■きっかけ�
大学の授業で、ボラン
ティアを体験してレポー
トを書くというものがあり、
せっかくなら自分がやっ
て楽しめるものがいいと
思い日本語指導を始め
ました。おもしろかった
ので、ずっと続けていま
す。�
�
■やりがい�
日本語を教えるだけでな
く、外国人の文化や考
え方にふれられ視野が
広がりました。酒田に

いながら、あれっ？とい
うような日本文化を再発
見したり、料理を教え
てもらったり、自然に外
国人と交流できます。�
�
■課題�
●日本語教師の資格
がほしいです。�
●あまり知られていない
ようなので、多くの学
生に国際交流サロンで

のいろいろな活動にた
ずさわってもらいたいで
す。　　　　　（斉藤）�
�
■メッセージ�
自分の好きなことを楽し
みながら人の役に立て
られればうれしいです。
こういった輪が広がれば、
暮らしやすい地域にな
ると思います。（金野）�

10
月
７
日
●
大
学
の
み
ん
な
が
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
、学
び
考
え
を
深
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、み
ん
な
す
ご
い
で
す
！！
展
示
、頑
張
っ
た
ね
。お
つ
か
れ
さ
ま
！
◎
テ
ル
ミ�

10
月
７
日
●
今
日
、公
益
大
の
魅
力
を
再
発
見
し
た
。
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
◎
イ
イ
ボ
シ
ジ
ュ
ン
コ�

出羽庄内国際村で行われた平和コンサートでのひとこま� 国際交流サロンにて�

2004年9月12日に開催され
た国際交流サロンまつりにて�
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CAP
（Child Assault Prevention）�
子どもへの暴力防止プログラム�
～すべての子どもに「安心・自信・自由」の権利を～�

絵本読み聞かせ�こども�

10 11こころいきブック／こども�こころいきブック／こども�

さつまいもの会�

［４年］相良聡、高橋智子、宮城洋子�
［３年］松田充修�

こども�

［４年］今田真実、福田美紀、渡　佳代�
［３年］後藤奈緒、小林香菜子、齋藤康成、佐藤翠、柴田智恵、中村俊彦�
［１年］菅野幸恵�
�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■�CAPとは�
いじめ、虐待、性暴力、
誘拐などさまざまな暴力
への具体的対処の方
法をロールプレイ（寸
劇）やディスカッション
（討論）を通して、子
どもたちと一緒に考えて
いく防止教育プログラ
ムのことです。�
�

■�きっかけ�
講座を受けたとき、内
容がものすごく衝撃的
でこれはやらなくてはだ
めだと思いました。自
分たちでやって、子ども
たちに届けられたらいい
です。実際にやってみ
ると、本当に子どもは
素直でいろいろな相談
もしてくれ、必要な役目
だと思いました。�
�
■�メッセージ�
ワークショップ（参加型
学習）を行うには、
CAPスペシャリストの
資格が必要です。資
格を得るには時間もお
金もかかるし、資格を
取ってからも研修が必
要になります。しかし、

時間や体力のリスク分
の価値は十分にある活
動だと強く思います。
学校・地域・CAPと
三角形で連携して、よ
り子どもたちが暮らしや
すい社会を作っていき
たいです。また、地域
とつながるには絶好の
場なので、後輩にもぜ
ひやってほしいです。
学生が入ると、「若い
人の考えは柔軟」と地
域の人も喜んでくれるし、
雰囲気が変わります。
男子学生にも加わって
もらい、もっと盛り上げ
ていきたいです。（相良）�

�

■活動�
毎月第３水曜日に、十
坂小学校の子どもたち
を対象に、絵本の読み
聞かせや紙芝居をして
います。地域ボランテ
ィアの方たちとも一緒に
活動しています。�
�
■やりがい�
小学生とのふれあいが
毎回楽しみです。�
小学生から感謝の気持
ちとして、色紙とメダル
をもらえてうれしかったで
す。自分の心も活動を
通して豊かになります。
　　　　　　　（佐藤）�
�

■大変なこと�
絵本の選択と、読むと
きの雰囲気づくりに一
番苦労します。�
�
�

■メッセージ�
現在、１、２年のメンバ
ーが少ないので一緒に
活動してくれる人を募集
しています。�

子どもたちは絵本が大好きで、真剣に聞いてくれる。�

10
月
７
日
●
今
日
、は
じ
め
て
公
益
大
生
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。す
ご
い
な
ぁ
と
感
動
し
ま
し
た
。
◎
ピ
ー
ス
�

10
月
○
日
●
公
益
大
生
の
パ
ワ
ー
に
こ
れ
か
ら
も
期
待
大
で
す
な
◎
イ
ツ
キ�

地域の人とワークショップの練習をしている様子�
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SICT 酒田育成チャレンジチーム�こども�

12 13こころいきブック／こども�こころいきブック／こども�

託児ボランティア�

［４年］佐々木正太郎、齋藤英子、坂本淳、佐藤絵美、佐藤幸、佐藤知子、佐藤則子、須
貝香織、田中健太朗、新妻裕美、松浦明日美［３年］加藤聖也、宮崎紘一［２年］梅津
絵美子、大江尚子、黄木靖雄、齋藤浩太、花屋伸悟［１年］須貝清隆、鈴木佑基�

こども�

［４年］佐藤倫久、出射小帆里、中島一則、三浦梢�
［３年］小林香菜子、原田良子�
［２年］間宮祐佳、荒井恵美、飯島由江、織田一恵、國松康平、澤口美幸、須賀祐子、�
　　　 松原峻、結城ひとみ�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■SICTとは�
関係機関団体（酒田
警察署や酒田防犯協
会など）と地域住民と
が連携し、少年非行防
止や健全育成を目的と
した警察ボランティアで
す。�
�
■活動�
酒田警察署の生活安
全課内に事務所を置き、
関係機関と合同で�
●ゲーム場やカラオケ、
盛り場などを中心に見
回る環境浄化パトロー
ル（昼・夜）。�
●ピンクチラシ除去活
動に協力。�
●幼稚園児・保育児
を対象にした、よい子
ワンワン教室に参加（誘

拐防止など）。�
●公共物に対する落書
き消し活動。�
�
■きっかけ�
●酒田に住まわせても
らっているので、なにか
地域貢献がしたいと思
いました。　　（花屋）�
●自分がしてほしかった
ことを身近なお兄さん、

お姉さんの立場でして
あげたいと思いました。�
●警察官になりたいから。�
�
■メッセージ�
地域の住民みんなで子
どもを育てていきましょう。
ふれあい活動を中心に
行動していきたいです。�
�
�

よい子ワンワン教室より�

■活動�
出張託児の手伝いです。�
�
■きっかけ�
「子どもが大好き！もっと
子どもと話したい！」と
いう思いからはじめました。�
�
�
�
�

■大変なこと�
子どもは何をするのかわ
からないので、常に安
全に気を配らなければ
なりません。�
�
�

■メッセージ�
●子どもを見ていると楽
しくて、笑顔が力になり
ます。子どもから学ぶ
ことは本当にたくさんあ
ります。虐待は絶対許
せません。もっと子ども
といる楽しさを知れば、
虐待を減らせるのではな
いかと思います。�
●子どもと遊ぶと純粋
になれます。親戚の子
でも見ず知らずの子で
もいいので、親になる
までにちょっとでも子ども
と遊んでほしいです。�
　　　　　　　（佐藤）�
�
�

希望ホールでの出張託児風景�

10
月
７
日
●
感
動
し
た
！
◎
O

10
月
７
日
●
何
げ
に
公
益
大
は
い
ろ
ん
な
所
で
活
躍
し
て
る
ん
で
す
ね
！！
そ
の
様
子
が
か
な
り
伝
わ
っ
て
き
て
サ
イ
コ
ー
で
す
よ
！
ぼ
く
も
写
っ
て
た（
笑
）◎
今
野
雅
士�

市内巡回パトロールの様子�
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鳥海山清掃登山�自然�

14 15こころいきブック／自然�こころいきブック／自然�

最上川源流ウォーク�

［４年］小林丈一、安部敦子、飯干順子、井澤和彦、大谷環、後藤宏志、今田真実、金
野樹子、斉藤健司、相良聡、須貝香織、武田信之、長谷川裕子、林久美子、原孝輔、堀
米裕子、村岡てる美［３年］井村未来、小笠原和世、片倉大介、黒岩奈緒、小林香菜子、
佐々木一郎、樋熊潤［２年］織田一恵�

自然�

［４年］小林丈一�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
毎年 10 月第 2週の 3
連休、山小屋に 2 泊
しながら、海抜 0 ｍ
の海岸から、鳥海山
頂（2,236ｍ）へ登り、
清掃をしながら再び
海抜0ｍへ戻ります。�
�
■きっかけ�
庄内から見ると、海から
きれいに続く稜線。そ
の稜線上を登りたい、
と思いました。朝起き
ると、鳥海山を見て一
日が始まります。その
美しさを保っていけるよ
うな活動をしたいです。�
�
�
�
�

■やりがい�
鳥海山は、2,000m級
以上の山の中で、頂
上が海に一番近い山。
往復50ｋｍを歩くという
のが原点です。山小
屋での夜は、誰からと
もなく環境の話が出て
きて、みんなでろうそく
を囲みながら語らう雰囲
気はとてもよいものです。
帰りのゴミ拾いは、拾う
だけじゃなく、その姿を
見てもらうということも大
切な啓蒙活動だと思い
ます。　　　　（小林）�
�
�
�
�
�
�

■メッセージ�
山をきれいにできたとい
う満足感と、厳しい道
程をつらぬけたという達
成感が醍醐味です。こ
の活動を伝統にしてい
きたいと考えています。
興味があったらぜひ一
緒に登りましょう。�

山頂にて�

■活動�
最上川の源流から河口
まで川沿いの約230㎞
を徒歩で踏破しました。�
2003 年 9月5日、米
沢市の吾妻連峰の火
焔滝をスタート。知人
宅やテントに泊まりなが
ら川西町、白鷹町、東
根市、村山市、新庄
市など１日2０～３０㎞の
ペースで川沿いを歩い
て下り、９月１５日に酒
田市の最上川河口に
ゴールインしました。�
�
■きっかけ�
最上川下流の酒田市
に住む人間として、一
度全長を見てみたい、
と最上川源流から河口
までの踏破の構想は、

入学したころから温めて
いました。あちこちで芋
煮会をやっている光景に
出会い、最上川を楽し
んでいる山形独特の文
化をいいなと思いました。�
�
■メッセージ�
美しい風景も多いけれど、
不法投棄のごみも多く
考えさせられました。最
上川は山形県だけを流
れる川です。山形の住
民が守っていかなけれ
ばならないと思います。�
�
�
�
�
�
�
�

■今、そして夢�
私は欧州の自転車旅行
はじめ、３９カ国を旅し
てきました。また、海
抜 0ｍからの鳥海山清
掃登山を多くの学生た
ちと続けています。生
涯をかけて地球を一周
するのが夢で、２月には
冒険家の大場満郎さん
や国際隊とともにカナ
ダ北極圏に向かいます。
国際隊は北極圏を縦断
し、私はイヌイットの村
に入り、地球温暖化に
よるイヌイット民族文化
の変化を調べたり、氷
や水、土を採取します。
　　　　　　　（小林）�

10
月
８
日
●
な
ん
か
や
っ
て
て
も
、そ
れ
を
形
に
す
る
の
っ
て
ム
ズ
カ
シ
イ
け
ど
、こ
ん
な
に
ス
テ
キ
な
形
に
し
て
く
れ
た
君
に
大
感
謝
！
◎A

tsuko

10
月
○
日
●
み
な
さ
ん
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
を
見
て
い
た
ら
、と
っ
て
もP

ositive

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
！
◎
本
間
ひ
ろ
み�

無事に下山し、ほっとした表情� 最上川の源流にて�

ほえ�

ひの�
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飛島ふぁんくらぶ�自然�

16 17こころいきブック／自然�こころいきブック／自然�

［４年］林久美子、金野樹子、鈴木雅彦、武田薫、堀米裕子、渡部美穂�
［３年］飯川忠、神沼幸希、後藤奈緒、佐藤翠、菅原雄大、松田充修、三浦晃�
［２年］織田一恵、!橋絵里子、渡部陽子�
［１年］阿曽雅、柴田大輔、丸山一之　など�

自然�
つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■紅花部会とは�
公益大サークル「山形
の文化X」は、紅花と
食文化のプロジェクトが
あり、そのうちのひとつ
です。紅花の栽培を通
して、紅花の普及活動
をしています。�
�

■きっかけ�
開学1年目の春、「紅
花に興味のある人」と
の呼びかけからはじまり
ました。当初集まったメ
ンバーは５人にも満たず、
紅花を生で見たことの
ない人がほとんどでした。�
�

■メッセージ�
山形県の花である紅花
を見たことのない人は
意外と多いです。育て
るのは大変ですが「紅
花ってこんな花だったん
だ」と庄内の人に言わ
れたときが一番うれしい
です。　　　　（大江）�

～島が好きなんです～�

■飛島ふぁんくらぶとは�
飛島が好きな人たちで、
緩やかなネットワークを
もちながら飛島の活性
化を支援するグループ
です。学生たちも多数
参加しています。�
�
■活動�
●飛島クリーンアップ（
NPO、行政、島民と
の協働）／毎年なぜこ
んなにゴミが ...。でも、
参加者のやる気を感じ
ます。�

●離島ゴミサミットへの
参加（'03 飛島、'04
対馬）／漂着ゴミ問題
は飛島だけではなく、
世界とつながっている、
と認識しました。�
●小学生たちのリーダ
ーとなって飛島へ／クイ
ズをまじえて島を案内し
たり、一緒に遊んだりし
ます。�
●飛島紹介のパンフレ
ット『島からの風』作
成／本当の島の魅力を
伝えたくて作りました。
見てください。力作で
す。�
●台風１５号（'04）の
復旧作業／台風には
慣れている飛島の人だ
けど、７０歳のおじいち
ゃんが生まれて初めて

の強さ、と言うくらいの
猛威をふいました。「若
い人のパワーであっとい
う間に片付いた。手伝
ってくれてうれしかった」
と言われて感激。�
●飛島音頭の復活（'04）
／天保のそば＆ごどい
も収穫祭のときに披露。
かつて島ではみんなで
踊っていたらしく、島の
おばあちゃんたちはすご
く喜んでくれました。�
　�
■メッセージ�
実際に行った人にしか
わからない良さがありま
す。まずは飛島に行き
ましょう。　　　（松田）�

紅花部会�

大学から徒歩数分の紅花畑にて�

［４年］大江知生、安達稔、大井崇継、小関拓也、佐藤佳奈枝 、柴田有紀、高橋知子、冨山直之、
西塚梢、三浦梢、渡部美穂、渡　麻郁子［３年］五十嵐知佳、石垣泰志、伊藤徹、小林香菜子、
齋藤康成、鈴木源一朗、鈴木政彦、!橋佳子、中村俊彦、松村純子［２年］織田一恵、渡邊誠［1年］
阿部暁彦　公益自由研究の皆さん、公益紅花の会の皆さん　など�

10
月
○
日
●
こ
こ
で
活
躍
し
た
人
た
ち
は
、き
っ
と
ど
ん
な
世
界
に
将
来
は
ば
た
い
て
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
◎
渡
辺
暁
雄
�

10
月
○
日
●
み
な
さ
ん
の
か
が
や
く
笑
顔
を
見
て
、若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。
◎O

G
G
Y

飛島の荒崎にて子どもたちと�

紅花料理コンテストで入賞�平田小学校に行って、授業と種まきをしてきた。�
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「ウイニング・パス」酒田実行委員会�
（2004年10月11日希望ホールにて上映）�

ふくし�

18 19こころいきブック／ふくし�こころいきブック／ふくし�

風っこの会�

［４年］池田正樹、北岡学、佐藤孝皓、鈴木和宏、三浦梢［３年］小田木正邦、後藤奈緒、
早坂清一、村岡優子［２年］松原峻、安達僚、飯田美智子、伊藤貴晃、織田一恵、木村綾、
國松健史、國松康平、齋藤綾子、澤口美幸［１年］木村玄太�

ふくし�

［４年］三浦梢、北岡学、新妻裕美、西塚梢、渡　麻郁子�
［２年］松原峻�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
福祉に関わる活動のひ
とつとして「ウイニング・
パス」上映会の準備・
運営をしました。�
�
�
�
�
�
�

■きっかけ�
自分が関わるすべての
人のために何か役に立
つことをしたい！という思
いからはじめました。�
多くの方々に、ウイニ
ング・パスを見てほしい
です。見たあとで、内
容や障害について考え
てほしいです。�

■メッセージ�
自分が周りの人との関
係の中で成り立ってい
ることに気づいてくださ
い。だからこそ人との
つながりを大事にしてほ
しいし、それを感じられ
るようになったら楽しい
ですよ。�
同じ地域に住む一員と
してもっといろんな人を
知ろう。　　　（松原）�

実行委員会・会議中　９月２６日�

2004年7月29日、東北公益文科大学の体育館で車いすバスケを体験した様子�

■風っこの会とは�
酒田市に約 35年前か
らある会です。人形劇
の作成、上演や、障
害をもっている方との交
流を活動目的としていま
す。開学 1 年目の公
翔祭で知り合ったのをき
っかけに、公益大生も
一緒に活動をしています。�
�
■活動�
人形劇、影絵、施設
及び地域行事への参
加（酒田市こども祭り、
障害学習祭り、たぶの
木学園、はまなし学園
訪問など）や、街頭募
金（24 時間テレビ、
赤い羽根募金など）を
しています。�
�

■メッセージ�
劇を見て、みんなが笑
ったり手をたたいてくれ
たりしてくれるのを見ると、
うれしくなります。こども

大好き。おじいちゃん、
おばあちゃんも。つまり、
人が好き。笑顔が好き
なのかも。　　（三浦）�
�

影絵を作成しているところ�

毎年24時間テレビの募金活動をしている。�

10
月
11
日
●
写
真
を
見
て
、正
直
に
キ
レ
イ
！！
と
思
っ
た
。
黒
い
ボ
ー
ド
に
い
ろ
ん
な
色
で
、す
ご
い
”あ
ざ
や
か
“◎
太
田
康
文
�

10
月
14
日
●
フ
ィ
ー
ル
ド
が
先
生
！！
と
い
う
考
え
が
良
く
わ
か
る
。
学
生
た
ち
の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。
◎
金
野
徳
彦�
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ふくし�

20 こころいきブック／ふくし�

福祉に関心があるたくさんの学生が関わっています。�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
 福祉マップ作り�
車いすの方が、気軽に
街に出られる環境づくり。
私たちにとっては何の
問題もない道でも、バ
リアフリー調査をしてい
くと、ものすごい段差や
道が壊れているのに気
づきます。一人でも多
くの人に「心のバリア
フリー」をしてほしいで
す。障害のある人もそ
うでない人も共存してい
くには「ユニバーサル
デザイン」の考え方が
必要だと思います。�
�
 グループホームでの介護�
痴呆のお年寄りなどを
介護しています。介護
をしたときに笑ってくれ

たり「ありがど」と言っ
てくれたりしたときにやり
がいを感じます。つら
い事はありません。�
�
 ホームヘルパー講座�
NPO法人あらたさんの
協力で、公益大でホー
ムヘルパー2級講座を
行っています。�
�
■きっかけ�
●祖母の介護を母がし
ていて、自分もできるよ
うになりたかったです。
楽しんで介護をしたいで
す。�
●ヘルパーの資格をと
ってからが本当のはじま
り。仕事と関係なくても、
家庭や近所で活用して
いきたいです。�

■メッセージ�
●車いす用駐車場スペ
ースにとめないでくださ
い。そこにしかとめられ
ない人がいるんです。
　　　　　　　（池田）�
●地域の人と協力したり、
制度を学び、「介護者
を追いつめない介護」
の実現を広めていきた
い。　　　　（佐々木）�

ヘルパー講座では約半数が
市民なので、違う年代の方々
と交流しながら知識を身につ
けられて楽しかった。�

福祉いろいろ�

10
月
16
日
●
み
ん
な
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
る
な
ぁ
〜
て
、思
い
ま
し
た
。
活
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
◎
未
樹
�

10
月
○
日
●
あ
ー
、人
生
は
最
高
だ
！！
一
朗
は
イ
チ
ロ
ー
に
な
っ
た
。
俺
は
俺
に
な
る
。
人
生
は
、自
由
自
在
だ
！！
◎
原
孝
輔�

21こころいきブック／まち�

RespecTownまち�

［４年］斎宮征博、池田千春、石川敬香、多田沙雅希、那須野智樹、成澤庸�
［３年］稲田有紗�
［１年］武蔵弘幸�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■リスペクタウンとは�
まちに出歩く人が増え
てほしいという思いを込
めて、酒田市川南地
区編、庄内編のガイド
マップを発行しました。�
�
■きっかけ�
２年前のベンチャー講
座で自分と同年代の学
生が会社を起こし、第
一線で活躍するのを見
て、何かせずにはいら
れなくなりました。まち
の人のために何かでき
ないか、と考えたとき、
地元・庄内に目を向け
ていこうと思いました。�
�
�
�
�

■やりがい�
新しい発見が多く、自
分も成長できます。何
か一つのものを作るた
めに徹夜することが久し
くなかったので、新鮮
でした。　　　（斎宮）�
�
�
�
�

■メッセージ�
何をやるにしても、自分
はこれをやっているんだ、
というのをもって取り組
んでほしいです。何で
もやろうと思えばできま
す。�
地域の人は、取材に
行っても嫌な顔せず引
き受けてくれました。�

霞城セントラルで行った「庄内サマーキャンペーン2004」の
様子�

リ ス ペ ク タ ウ ン�
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中通り商店街の有志と公益大生�
［４年］原孝輔�
［３年］相原康隆、小野智和、今野雅士、樋熊潤�
［２年］渡部陽子�

17なかまち活性化委員会�まち�

22 23こころいきブック／まち�こころいきブック／まち�

キラリあまるめ情報発信研究所�まち�

会社員や主婦などのボランティア研究員　19名�
公益大生３名�
［４年］石川達也　岩崎佳奈子�
［３年］稲田有紗�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
2 週間に一度、２～３
時間の会議と、月に一
度開催するイベントの
計画をしています。�
�
■やりがい�
商店街の人たちは商売
のプロなので、その人
たちを相手に意見をぶ
つけられるところが有意
義です。私たちが商店
街のことを思い、一生
懸命意見を出している
から、それについてきち
んと応えてくれるのだと
思います。�
�
�
�
�
�

■課題�
商店街の人が、今後ど
ういうまちにしていきた
いのか見えていないし、
商店街には、まだ自分
から動き出せない人も
います。�
理想の商店街はひとつ
のアミューズメントみた
いな感じ。靴やYシャ

ツなどの専門店がいっ
ぱいあれば、家族で楽
しめると思います。若
者だけ、お年寄りだけ、
というのではなくみんな
が集まれる商店街を目
指していきたいです。
　　　　　　　　（原）�

商店街に対する会議の様子�

■活動�
話し合い（毎月第２、
４木曜）、パネル展示、
イベントへの参加などを
しています。�
�
■きっかけ�
余目町のまちづくりフォ
ーラムに参加して、地
産地消・学童保育など
のグループ活動で、ま
ちを元気にさせようと一
生懸命になっている人
たちがいることを初めて
知りました。まじめに語
り合えることがとても刺
激になります。�
「キラリがんばってるの
～」と反響があると、
励みになります。�
�
�

■メッセージ�
この活動をするまで、ま
ちづくりに自分が関わる
とは思っていませんでし
た。活動を通して、少
しずつ余目を知り、「こ
うだったらいいな」「こ
こはおかしい」などとい
うことを伝え合い、つな

いでいくことがまちづくり
の一歩になると考えるよ
うになりました。（岩崎）�

世代を越えた交流は、とても勉強になる。�

あまるめ秋まつりに向けたベロタクシー（自転車タクシー）の試乗風景�中通り商店街のゆかた祭りにて�

10
月
17
日
●
改
め
て
公
益
大
っ
て
お
も
し
ろ
い
と
こ
だ
な
ぁ
☆
っ
て
、思
い
ま
し
た
♪
◎
め
い
り
ん
�

10
月
17
日
●
す
ば
ら
し
い
で
す
。
写
真
み
て
感
動
う
け
ま
し
た
。
◎
季
忠
禧�

いーな�
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地域の方６名�
高校生１名�
大学生３名［３年］浅野孝俊、池田舞子、稲田有紗�

さかなびプロジェクト�まち�

24 25こころいきブック／まち�こころいきブック／まち�

庄内公開討論会�自分たちの街は自分たちで創る！� まち�

［４年］斎宮征博、井澤和彦、金澤晴香、武田信之、柳澤明子　�
［３年］小田木正邦、石垣泰志、小笠原和世、斎藤智広、鈴木雄一朗　　�
［２年］荒井恵美、松原峻、渡邊誠�
［１年］須貝清隆、鈴木紳也　�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
毎週水曜夜７時半から
２時間くらい、会議をし
ています。�
●酒田市内の飲食店
を検索するホームペー
ジ「さかなび」作成。�
●観光ガイド「ディスカ
バリー庄内」の作成。�
●ペイフォワード…日頃
のコミュニケーションを
通じて、優しさ、元気、
親切などを周りの人に
伝えていくプログラム。�
�
■思い出�
地域の人は、「大学生
か、おぉよく来た」など
と受け入れてくれるので
すごくいいです。出身
地より酒田のほうが詳し
くなってしまいました。�

■メッセージ�
酒田は大学ができて変
わったと思います。学
生がいるだけで、こん
なに変わるんだったら、

動けばもっと変わると思
います。学生にはもっ
と酒田にくいこんでほし
いです。　　　（浅野）�

■活動�
学生の選挙への関心を
高めるため、公益大で
の公開討論会の企画・
運営。今年で 2 回目
になります。�
�
■大変なこと�
アポとりに山形市に何
度も通ったことと、広
報の仕方です。報道
機関へのプレスリリース
の方法がわからず、苦
労しました。�
�
■気づいたこと�
はじめは「政界の人が
相手だ」と背伸びして、
わかったふりをすること
もありましたが、向こう
は学生らしさを求めてい
ました。学生だから挑

戦できるやり方がありま
した。�
�
■課題�
「選挙」のイメージで
型にはまり、堅くしすぎ
ました。次回はもっとみ
んなが来やすいような、
楽しい雰囲気にしたい
と思います。�
�
■メッセージ�
「わからない」「面倒く
さい」ことは、ハマった
ら楽しいです。仲間も
できたし、新しい出会
いもあり、勉強にもなり
ました。庄内のルネッ
サンスを公益大で起こ
せたらと思います。公
益大は、もっと楽しくあ
っていいと思っています。�

資金や人手、広報など
課外活動を振興してく
れる学生会が必要だと
強く感じました。�
　　（小田木・小笠原）�

ポスターも手づくり�

2004年6月19日に行われた参議員選挙公開討論会の様子�

10
月
19
日
●
今
日
、初
め
て
来
ま
し
た
。す
ご
く
い
い
所
で
す
ね
。
◎
○カ
�

10
月
21
日
●
み
ん
な
の
感
動
が
集
ま
る
場
所
だ
ね
。
ず
っ
と
ず
っ
と
人
に
感
動
を
与
え
て
下
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
。
◎
ひ
ろ
か�

～選挙でGO!!～�

自分から酒田について勉強するいい機会�

P24 P25



吉川祥維、!橋朋子、多田沙雅希、成澤庸（高木武夫教授ゼミ生）�

酒田港リサイクルポートからの発進＆発信�メディア�

26 27こころいきブック／メディア�こころいきブック／メディア�

ラジオサークル オーシャンズ�メディア�

［４年］斎宮征博、伊藤裕輔、上野寛、今田真実、高橋智子�
［３年］飯川忠、後藤未来、後藤吉智、西沢陽三、村岡優子�
［１年］秋場久徳、阿部貴、齋藤圭、柴田大輔�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■きっかけ�
国土交通省酒田港湾
事務所から、リサイク
ルを学んでいる学生は
いないかと、高木ゼミ
にオファーがきました。
私たち４名がリポーター
役を務めます。�
�
■やりがい�
普段、警備の厳しいと
ころも特別に入れてもら
えます。また、現場で
働く人の生の声が直接
聞けます。�
�
■思い出�
テレビ（YTSにて放映
中）に出演できました。
普段話せないような人
たちと話せて、とても勉
強になりました。テレビ

撮影はやっぱり緊張す
るので、NGも連発しま
す。�
�
■メッセージ�
体験すること、それが
一番の勉強です。本
で勉強するのもいいけど、
もっと外にでて地域とふ

れよう。地域の人たち、
身近にいる人が最高の
先生です。地域の方々
も、もっといろんなこと
を教えてください。意
見のリサイクル（循環）
をして、どんどん地域に
還元していこう。（成澤）�

「オーシャンズの波乗り
ラジオ」毎週日曜午前
9時から2時間（生放
送）�
「マイタウンズキャンパス」
第 1・3 金曜日午後 6
時10分から5分間�
どちらも酒田FMハーバ
ーラジオで放送中�
�

■きっかけ�
ハーバーラジオから「ボ
ランティアスタッフやりま
せんか」という掲示が
大学に出ていたのがき
っかけです。もともとラ
ジオが好きで、ラジオ
DJになりたいと思って
いました。　　（斎宮）�
�
■やりがい�
リスナーからメールで反
応が返ってきたり、内
容をかまずに伝えられ、
かっこよくきまったときに
感じます。�
�
�
�
�
�
�

■大変なこと�
リスナーに知ってもらう
ための努力、自分で毎
週ネタを考えること、ネ
タ探しに週刊誌を買うよ
うになりました。�
�
■メッセージ�
地域の人が求めている
情報を伝えることで地
域が活性化したり、公
益大への親近感、学
生・若者の気持ちをみ
なさんに知ってもらえれ
ばうれしいです。（飯川）�

こんな感じで放送しています。�

10
月
22
日
●
生
ま
れ
て
初
め
て
酒
田
に
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
き
っ
と
楽
し
い
こ
と
が
ま
っ
て
る
ん
だ
。
◎
え
み
っ
ち
�

10
月
28
日
●
学
生
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
ま
す
ね
。
素
敵
な
会
場
に
す
て
き
な
展
示
で
し
た
。
◎
鶴
岡
よ
り
き
ま
し
た
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
。�
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ＹＯＳＡＫＯＩ部�踊り�

28 29こころいきブック／踊り�こころいきブック／踊り�

S.Jink

国文祭スペシャルメンバー［４年］佐藤幸、安部敦子、阿部嘉宗、石川敬香、斎宮征博、
奥山奈緒美、小倉賢、木嶋智子、成澤庸、新妻裕美、那須野智樹、原孝輔、丸山徹、村
岡てる美、矢作洋子、渡　麻郁子�
部員［３年］橋本高志、安達真由美、稲田有紗、小野裕介、今野雅士［２年］阿部浩子、
池田訓子、伊藤奈津子、押切理葉、木村綾、矢萩智穂［１年］太田康文、桜井亮、佐藤
陽介、武蔵弘幸�

踊り�

［４年］那須野智樹、安部敦子、阿部嘉宗、飯干順子、池田千春、石川敬香、小倉賢、
成澤庸、原孝輔、村岡てる美、吉田美香、渡　麻郁子［３年］稲田有紗［２年］伊藤奈津子、
押切理葉［１年］太田康文、木村玄太、桜井亮、佐藤陽介、武蔵弘幸�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
とにかく何かをやり遂げ
たい！踊りたい！と思って
いました。 遊佐町の
「遊め組」さんから踊り
を伝授してもらい、練
習しています。�
�
�
�

■やりがい�
踊りのきめポーズがきま
ったときには心がはち切
れんばかりになります。
また、他のチームの人
たちや、大会に関わっ
た人たちとのつながりが
生まれるところもやりが
いのひとつです。�
　　　　　　　（橋本）�

■課題�
そろそろ、自分たちオリ
ジナルの曲と踊りがほし
い！�
�
■�メッセージ�
自分たちの踊りを見ても
らい、周りに元気を与
えることがモットーです。
踊りの楽しさが伝わり、
それが活性化につなが
っていけばと思います。
一緒に踊ってみませんか？�

ゆざこいソーランin遊佐�

国民文化祭オープニングパレードin七日町�

■活動�
２００４年８月６日�
酒田港祭りにて�
「S.Jink」という創作
ダンスと「甚句流し」
を披露。�
�
■きっかけ�
「祭りにでたい」という
熱い思いがきっかけです。
みんなで協力し、ひと
つのものを創り上げる
喜びを感じたいと思いま
した。�
�
■思い出�
４年生の最後の舞台に
思わずポロリと流した、
事務局の人の涙です。�
�
�
�

■課題�
来年につなげるというよ
りは、毎年新しいもの
をつくっていくことが大
切だと思います。今回
は完全燃焼できました。�
�
�
�
�

■メッセージ�
自分次第でどうにでもな
ります。 ｢つまんねー｣
と言う人もいますが、自
分から動けば変わって
いくし、楽しくなります。�
みんなで協力してひとつ
のものをつくる喜びを味
わってください。�
　　　　　　（那須野）�

10
月
28
日
●
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
学
生
の
顔
は
、教
室
の
顔
と
は
別
人
の
よ
う
で
す
。
◎
ま
え
の
ぼ
う
�

10
月
28
日
●
久
し
ぶ
り
に
来
て
み
た
ら
な
ん
か
い
い
感
じ
に
な
っ
て
ま
し
た
☆
先
輩
が
卒
業
し
た
ら
さ
み
し
い
な
と
思
っ
た
今
日
こ
の
頃
で
し
た
。
◎
ミ
ユ
キ�

ラジオのリポーターに受けこたえる代表・那須野智樹くん�
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まごペル�音楽�

30 31こころいきブック／音楽�こころいきブック／音楽�

風車！デカッ！！ライブin立川�2004年９月26日�実行委員会�

［AJI- 彩］斎宮征博、佐藤倫久、小松可奈、千葉ちひろ、結城尚子、土岐育子［レギュラ
ー満タン］安部美奈子、伊藤正喜、沓沢靖明、土岐育子、安田詩央莉、軽部賢太、!橋
瀬奈［ぐらたん］三篠晃、杉原友里、林久美子、伊藤正喜、安田詩央莉［どぅ～ん］石川
圭介、石山隆、　斎宮征博、小倉賢、今野晴喜、武田薫、佐藤学�

音楽�

［４年］太田秀平�
立川町の小林陽一さん�
［Special Thanks！！］ヘクさんぼ、Strange Monster、ＯＲＩＳＴＡＲ、ライブに来てくれたみんな。�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■まごペルとは�
公益大のアカペラサー
クルで、これまで80件
以上のイベントに参加
しています。�
�
�
�
�

■やりがい�
ハモれたときの気持ちよ
さが最高です。�
ライブを聞いてくれた方
に「良かったよ」と言
われたときはうれしいで
す。�
�

■メッセージ�
私たちは、一人でも多
くの人に、アカペラに
よるひとときの楽しさと
感動を味わっていただ
きたいと思っています。
まちのどこかで「まごペ
ル」によるライブを見か
けたら、ぜひ足をとめて
聞いてみてください。
学生のみんなは、アカ
ペラ未経験でも、楽譜
が読めなくても大丈夫
です。「入部」という
言葉が頭をかすめたな
らば、ぜひ気軽にまご
ペルの門をたたいてみ
てください。�

新入生ウェルカムパーティーにて�

仙台市で開催された定弾寺ストリートジャズフェスティバルにて（AJI-彩）�

ライブに聞き入る�産直の隣がステージ�

10
月
29
日
●
学
生
が
い
る
と
あ
か
る
く
て
い
い
で
す
ね
！
◎
な
ん
さ
ん
�

10
月
29
日
●
す
ば
ら
し
い
学
生
の
発
表
に
感
激
し
ま
し
た
！
◎
な
お
さ
ん.

■きっかけ�
音楽で何かやりたいと
思っていたときに、小
林さんから誘われ、や
ろうと思いました。�
�
■やりがい�
お客さんがライブを楽し
んでいるのを見ると本当
にうれしいし、音楽にた
ずさわることができたので、
とても楽しんでやること
ができました。�

■思い出�
立川町の名物でもある
風車の下で野外ライブ。
清川だしを感じながら、
気持ち良くできたことが
一番の思い出です。�
�
■課題�
これをきっかけに定期的
にできたらと思います。
ライブに関わらず、イベ
ントを開催していろんな
人と交流していきたいで
す。�

■メッセージ�
一つの信念をもって、
チャレンジする気持ちさ
えあれば何でもできるし、
あきらめなければ夢は叶
うと思います。10月31
日（日）にも立川町で
第 2 弾を行いました。
次回もお楽しみに！�

�
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太鼓道場「風の会」�
和太鼓クラブＷ-ｉｎｄの会（公益大）�

伝統�

32 33こころいきブック／伝統�こころいきブック／伝統�

酒田ばやし保存会�

［４年］金眞姫、奥山奈緒美、瀬谷真理、新妻裕美、西塚梢、星川さやか、最上奈央子、
矢作洋子［３年］五十嵐知佳、庄子由美［２年］阿部浩子、石川奈歩、佐藤加奈子、佐
藤恭、須賀祐子、三浦麻衣、渡部裕美［１年］ 佐藤悠�

伝統�

酒田ばやし保存会の方々（酒田市民）�
［４年］久保麻里子、林久美子�
［３年］神沼幸希�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
●太鼓公演�
●練習�
風の会：月・水・土曜日�
W-indの会：火曜日�
�
■きっかけ�
●はじめて太鼓の練習
を見に行ったとき、何で
こんなに早く打てるんだ
ろうと驚き、感動して挑
戦しようと思いました。
　　　　　　　（瀬谷）�
●シドニーオリンピック
での太鼓公演のテレビ
中継を見て、酒田でこ
んな活動があるんだと
感動しました。　　（金）�
�
■思い出�
やっぱりアテネ。外国
人はとてもノリが良く、

演奏していてとても気
持ちよかったです。�
�
■課題�
後輩を育てることと、太
鼓がもっと身近に感じら
れるようにアピールして
いくことです。�

■メッセージ�
心身ともに鍛えたかった
ら、太鼓をオススメしま
す。公演依頼もおまち
しています。�

■活動�
●酒田ばやしの練習�
●酒田祭りへの参加�
●酒田港祭りへの参加�
その他、依頼された演
奏などをやっています。�
�
■きっかけ�
前からおはやしをやって
みたいと思っていたら、
友達に誘われたのでは
じめました。　　（林）�
�
■やりがい�
トラックの上での演奏は
最高。そしてそのあと
の飲み会もいいです。
そこでのメンバーとの交
流では、いろんな話が
聞け、人生の勉強にな
ります。�
みんなで演奏する楽しさ

は、言葉では言い表せ
ません。メンバーは家
族のような存在なので、
話をしていると世界が
広がります。�
�
■課題�
若いメンバーをもっと勧
誘することです。そして
酒田ばやしの良さをもっ
とたくさんの人に知って
もらいたいです。�
�
■メッセージ�
酒田の文化（おはやし）
を体験できるだけでなく、
人のあたたかさを感じる
ことができます。酒田
ばやしのような酒田の
すばらしい文化をもっと
多くの人に知ってもらい
たいし、酒田ばやしの

太鼓の音を多くの人の
心に響かせたいと思い
ます。�

10
月
30
日
●
静
か
な
空
間
に
青
春
が
ハ
ジ
ケ
て
い
て
、私
も
、ち
ょ
っ
と
の
間
、今
の
自
分
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
素
敵
！
◎
名
無
し
の
ゴ
ン
ベ
エ
さ
ん
�

10
月
○
日
●
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
た
ん
だ
な
ぁ
〜
。す
ご
い
ぞ
！！
私
も
頑
張
る
！！
み
ん
な
で
切
磋@

磨
だ
！！
◎
瀬
谷�

2004年アテネオリンピックにて。世界中の人に太鼓を見ても
らった。�

本番前の練習風景�

酒田まつり�

酒田駅にてSLをお出迎え�酒田北港で毎年行われる環日本海和太鼓フェスティバル�

P32 P33



災害ボランティア�

34 こころいきブック／災害ボランティア�

現在までに現地活動に参加した学生は30名ほどになります。�
また、街頭募金やHP作成などの支援に25名の学生がたずさわりました。�

つ
ぶ
や
き
日
記�

✍

■活動�
現地での復興支援�
募金活動�
現地支援活動のサポート�
●10月23日�
地震発生�
●10月25日～�
現地入り　川口町�
救援物資などの配布、
介護など�
●11月3日～�
小千谷市池ヶ原に移動�
オープンカフェと倒壊家
屋等の片付けなど�
●11月7日～�
　12月21日現在�
小千谷市吉谷のトレー
ニングセンターで炊き出
しを中心に活動�
�
�
�

■きっかけ�
近くで大きな被害の地
震が発生し、何かしたい！
と思いました。現状を
肌で感じたかったからで
す。�
�
■気づいたこと�
●もっと長くいたかった
です。そうすればより深
いケアができたかもしれ
ないと思ってしまいます。
　　　　　　　（鈴木）�
●ボランティアは難しい
ものばかりではなく、自
分にもできることがある
と気づかされました。�
　　　　　　（椎名）
　�
■心に残ったこと�
子どもが、家が倒壊す
るなどの辛さを乗り越え

て明るくしていることです。�
　　　　　　　（三浦）�
�
■メッセージ�
情報として知っているこ
とと、やってみてわかる
ことは違います。アン
テナを張っていろいろな
ことを感じてほしいです。�
　　　　　　　（鈴木）�

炊き出しの様子�

コーヒーを通して避難所生活にほっとできる場所を�

10
月
○
日
●
外
に
飛
び
出
し
て
こ
そ
の
公
益
大
生
！
学
校
の
中
だ
け
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
!!
◎
と
も
こ
�

（新潟県中越地震支援）�

清
水
屋
様�

ぷちマーケット�

酒・人形の�
大泉様�

20234-23-1911　50234-23-1910

【開館時間】午前10時～午後7時�
【休��館��日】水曜日�

会場へはどなたでも自由に出入りができます。�
お気軽にお立ち寄り下さい。�

ご 案 内�

中央�
公園�

さかた街なか�

キャンパス�

あとがき�

仲間紹介�

私たちのキャンパスは無限大。�
海も山も川もあるこのまちは公益大生にとって学べる最高の場所だから。�

そして、人。�
私たちにとって、大学の先生だけが先生じゃなく、このまちの人、みんなが先生。�

地域のみなさん、ありがとうございます。�

金野　樹子�
渡部　美穂�
池田　千春�
山内和佳子�
堀米　裕子�

吉田　美香�
高橋　知子�
原　　孝輔�
永沢　未樹�
瀬谷　真理�

織田　一恵�
小林香菜子�
石川　敬香�
須貝　香織�
�

鈴木　雅彦�
多田沙雅希�
林　久美子�
�

パネルづくり�
�

写真展を行った「さかた街なかキャンパス」の案内図です。�
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